
NEXT in 西宮事業は、PCI後の冠動脈疾患の患者様を対象とし、中期的には経過観察の改善・受診

中断の減少を、長期的には心血管系の病気の減少を目指したものです。

基幹病院の医師とかかりつけ医の医師の連携を、ITを利用した医療連携システムで支援し、患者様が

再発を起こした場合の診療の質向上を図ります。その際、最も重要である心電図を、基幹病院の医師

とかかりつけ医の医師の間で共通して閲覧できることが、本事業の特徴です。

医療連携システムは、下図のように、入院中（基幹病院の専門医）の、「心電図データ、診療内容

（退院時サマリ）、退院時処方情報」と、退院後（かかりつけ医）の、「心電図データ、必要最低限

の検体検査情報」を相互に連携できるよう構成されています。
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